
松
嶋
夜
話 

巻
之
下 

７
６ 

 [

原
文]

余
近
年
構
丈
六
藥
師
堂
於
庵
之
北
个 

[

訓
読]

余
近
年
丈
六
の
藥
師
堂
を
庵
の
北
の
个
に
構
え
て 

 [

原
文]

添
之
立
於
松
吟
庵
記
碑 

[

訓
読]

之
を
添
え
て
、
松
吟
庵
の
記
碑
を
立
つ 

 [

原
文]

又
庵
之
向
良
哉
者
立
見
佛
庵
六
時
念
佛
興
行
矣 

[

訓
読]

又
庵
の
向
き
の
良
な
る
者
、
見
佛
庵
を
立
て
、
六
時
念
佛
興
行
す 

 [

原
文]

吁
振
古
國
下
士
農
工
商
立
石
佛
石
塔
石
碣 

[

訓
読]

吁
、
振
古
の
國
下
、
士
農
工
商
、
石
佛
、
石
塔
、
石
碣
を
立
て 

 [

原
文]

資
先
亡
追
薦
之
佛
果
菩
提 

[

訓
読]

先
亡
の
追
薦
の
佛
果
菩
提
を
資
く 

 [

原
文]

坂
東
諺
所
謂
興
州
高
野
者
此
島
是
也 

[

訓
読]

坂
東
の
諺
の
所
謂
、
奥
州
の
高
野
と
い
う
は
此
島
、
是
な
り 

 [

原
文]

復
御
島
東
面
有
福
浦
島 

[

訓
読]

復
御
島
の
東
面
に
福
浦
島
有
り 

 [

原
文]

島
之
山
棟
有
調
伏
壇 

[

訓
読]

島
の
山
棟
に
調
伏
壇
有
り 

 [

原
文]

昔
年
天
台
黨
徒
此
山
改
宗
之
日
發
憤 

[

訓
読]

昔
年
の
天
台
の
黨
徒
、
此
山
の
改
宗
之
日
、
憤
を
發
し 

 [

原
文]

所
咒
副
將
軍
最
明
寺
之
處
也 

[

訓
読]

咒
す
る
所
は
、
副
將
軍
の
最
明
寺
の
處
な
り 

 
 

[

原
文]

后
寛
永
十
六
己
卯
山
有
龍
月
南
叟
西
堂
者 

[

訓
読]

后
、
寛
永
十
六
己
卯
、
山
に
龍
月
の
南
叟
の
西
堂
な
る
者
有
り 

 
 

 

※
龍
月
、
南
叟…

地
名
？
人
名
？ 

  



[

原
文]
建
今
之
毒
龍
庵
置
洞
水
祖 

[

訓
読]
今
の
毒
龍
庵
を
建
て
、
洞
水
祖
を
置
く 

 [

原
文]

是
我
祖
最
初
修
行
之
地
也 

[

訓
読]

是
れ
我
が
祖
の
最
初
の
修
行
の
地
な
り 

 [

原
文]

至
今
有
坐
禅
石
鍛
字
松
鍛
字
石 

[

訓
読]

今
に
至
っ
て
坐
禅
石
、
鍛
字
松
、
鍛
字
石
有
り 

 [

原
文]

時
慶
安
元
年
洞
祖
繼
國
師
九
十
九
世
之
席
云
云 

[

訓
読]

時
に
慶
安
元
年
、
洞
祖
、
國
師
九
十
九
世
の
席
を
繼
ぐ
、
云
云 

    


